







































































































































































































































































項目内容 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
Ⅰ 安定した遊び（α＝.86）
5 私は母親と遊ぶのが好きだった 1.07 .30 −.19
8 遊んでいるときに、母親は私のことを見守ってくれていた .70 −.17 .09
1 私は母親と遊ぶことが楽しかった .70 −.22 .10
3 遊びの中で母親によく褒められた .69 .07 −.04
7 遊びの中で母親に頼ったり甘えたりすることができた .59 −.05 .30
4 母親のそばで遊ぶことは安心であった .48 −.05 −.11
Ⅱ 拒否的な遊び（α＝.93）
17 母親と遊んでいるときにびくびくしていた .23 .97 −.01
20 母親の顔色をうかがいながら遊んでいた .10 .92 .02
15 私は母親に、一人で遊ぶことを求められているように感じていた .17 .83 −.05





13 一緒にいるときに、母親は遊びに応じてくれないことがあった −.30 .58 −.01
Ⅲ 不安・アンビバレントな遊び（α＝.75）
22 友達と遊んでいても、母親がいないと不安だった −.06 .05 .96
21 母親がそばにいないと遊ぶことができなかった .02 −.00 .79
23 一人で遊んでいると母親を思い出して泣くことがあった −.09 .10 .73
6 私は遊んでいるときに母親がいなくても平気だった −.16 .02 −.42
因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ





























































































































項目内容 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
Ⅰ 安定した食事（α＝.92）
3 食事のときに、母親によく褒められた .95 .09 −.01
4 母親と一緒の食事はとても安心感があった .86 .10 −.17
1 私は母親と食事をすることが楽しかった .85 .08 .16
5 私は母親と食事をすることが好きだった .80 −.19 .09
8 食事のときに、母親は私のことを見守ってくれていた .74 −.11 .03
7 食事のときに困ると、母親に頼ることができた .62 −.14 −.10
Ⅱ 拒否的な食事（α＝.94）
17 母親と食事をしているときにびくびくしていた .14 1.02 −.08
14 母親は私と食事をすることが好きではないと感じたことがあった .01 .98 −.02





20 母親の顔色をうかがいながら食事をしていた −.07 .72 .15
13 食事のときに、母親は私の呼びかけに応じてくれないことがあった .00 .70 .01
Ⅲ 不安・アンビバレントな食事（α＝.69）
22 他の人と一緒に食事をしていても、母親がいないと不安だった .04 −.05 .94
23 一人で食事をしていると、母親を思い出して泣くことがあった −.07 .11 .69
21 母親がそばにいないと食事をすることができなかった .03 .15 .62
6 食事のとき母親がいなくても平気なほうであった −.03 .37 −.44
因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
































項目内容 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
Ⅰ 安定した遊び（α＝.80）
7 子どもは遊びの中で私に頼ったり甘えることができている .89 .09 .08
1 子どもは私と遊んでいる時間をとても楽しんでいる .68 .11 .04
8 遊んでいるときに、子どもは私に見守られているように感じていると思う .59 −.17 .13
5 子どもは私と遊ぶことが好きである .58 −.04 −.10
3 遊びの中で子どもを褒めるとうれしそうである .49 −.34 −.22
4 遊んでいるときにそばにいると、子どもは安心している .48 −.34 −.06
Ⅱ 拒否的な遊び（α＝.84）
14 私と遊ぶことを、子どもはあまり好きではないように感じることがある .01 .85 −.06









15 子どもが、一人で遊びたがっているように感じることがある −.13 .61 −.14
20 私の顔色をうかがいながら一緒に遊んでいるようなことがある −.04 .57 .01
Ⅲ 不安・アンビバレントな遊び（α＝.80）





23 一人遊びのときに、急に私を求めて泣いていることがある .17 .18 .67
21 私がそばにいないと子どもは遊ぶことができない .15 .09 .57
因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
































項目内容 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
Ⅰ 安定した食事（α=.90）
4 私と一緒に食事をすると子どもは安心している .95 .10 .00
5 子どもは私と食事をすることが好きである .85 −.13 −.06
3 食事中に子どもを褒めるとうれしそうである .80 .08 −.18
8 食事のときに、子どもは私に見守られているように感じていると思う .78 −.03 −.03
7 子どもは食事の中で困ると私に頼ったり甘えることができている .65 .01 .17






17 子どもは、私と食事をしているときにびくびくしているように思う .00 .85 −.02
15 子どもが、私と食事をするのを嫌がっているように感じることがある −.05 .82 .00





13 子どもは食事中、急に怒ったり無反応であったりすることがある .09 .44 −.10
Ⅲ 不安・アンビバレントな食事（α=.85）





23 離れて食事をしているときに、急に私を求めて泣いていることがある .04 .04 .71
6 食事のとき私がそばにいなくても子どもは気にしないでいられる .03 .30 −.62
因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ












































Table 5　母親の自己評価尺度　因子分析結果　（主因子法・プロマックス回転 : N＝70）
項目内容 Ⅰ Ⅱ
Ⅰ 子どもとの肯定的な関わり（α＝.85）
13 私は子どもと色々なことを楽しむことができる −.97 .16
12 私は子どもといるときに自然でいられる .93 −.04
14 私は子どもからよく甘えられる(頼られる）存在である .84 −.20
8 私は子どもと接するときに構えて（緊張して）しまう −.82 .04
9 私は子どもを安心してみていることができる .77 .16
2 私は子どもに好かれていないと思う −.61 −.09
10 私は子どもへ積極的に関わることができる .59 .37
4 私は子どもと付き合うことが下手だと思う −.55 −.25
11 私は子どもに感情を表現することがうまくできない −.52 −.35
Ⅱ 親としての能力（α＝.93）
5 私は親として、子どもを育てる力があると思う −.14 .97
1 私は子どもにとってかけがえのない存在であると思う −.17 .86
3 私は子どもが不安なとき、安心させてあげられると思う .13 .64
7 私は親として子どもに対する権限をもっていると思う −.02 .62





























因子名 項目数 α係数 平均値 SD
安定した遊び 6 .86 29.00 4.54
拒否的な遊び 6 .93 12.09 5.71
不安・アンビバレントな遊び 4 .75  6.10 2.59
母親自身の幼少期における食事場面の振り返り尺度の平均と標準偏差（N＝70）
因子名 項目数 α係数 平均値 SD
安定した食事 6 .92 26.66 5.77
拒否的な食事 6 .94  9.63 4.61
不安・アンビバレントな食事 4 .69  7.33 2.74
子どもとの遊び場面の振り返り尺度の平均と標準偏差（Ｎ＝70）
因子名 項目数 α係数 平均値 SD
安定した遊び 6 .80 31.81 2.83
拒否的な遊び 6 .84 10.40 3.59
不安・アンビバレントな遊び 4 .80  8.81 3.78
子どもとの食事場面の振り返り尺度の平均と標準偏差（Ｎ＝70）
因子名 項目数 α係数 平均値 SD
安定した食事 6 .90 29.80 3.81
拒否的な食事 6 .87 10.01 4.60
不安・アンビバレントな食事 4 .85  9.19 4.07
母親の自己評価尺度の平均と標準偏差（Ｎ＝70）
因子名 項目数 α係数 平均値 SD
子どもとの肯定的な関わり 5 .85 21.36 4.22





































遊び安定 ─ −.57** .13  .72** −.45** .10 .25* −.32** .01 .24* −.29* −.05 .47** .57**
遊び拒否 ─ .16 −.33**  .61** .23 .01 .21 .23 −.03 −.02 .08 −.31** −.18
遊び不安
ambi ─ −.12 .26* .74** −.32** .11 .29* −.34**  .15 .28* −.18 .10
食事安定 ─ −.57** .00 .35** −.29* .02 .37** −.39** −.11 .35** .47**
食事拒否 ─ .11 −.03 .38** .29* −.12 .16 .15 −.27* −.19
食事不安
ambi ─ −.16 −.03 .35** −.16 .14 .38** −.10 .11
子どもとの場面の振り返り
遊び安定 ─ −38** −.06 .82** −.57** .12 .37** .36**
遊び拒否 ─ .26* −.41** .61** .06 −.66** −.51**
遊び不安
ambi
─ −.07 .05 .68** −.15 −.06
食事安定 ─ −.50** .16 .50** .49**
食事拒否 ─ .06 −.39** −.37**
食事不安
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Development of attachment on play and meal scenes scales : Focus 
on look back in mother’s early childhood
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【Abstract】
The purpose of this study was to develop Four scales. 4cales were “Look back on play and 
meal scenes scale in mother’s early childhood” and “Look back scale in play and meal scenes 
with child”. The subjects were 70 mothers. They were administered a 6-point scale ratings of 
4 scales, which was composed of 24 items. Based on the factor results, it was concluded that a 
three-factor structure is appropriate for 3 types of “secure play and meal”, “reject（avoid） 
play and meal” and “anxiety/ambivalent play and meal”. And, scales were composed of 16 
items. Results of this analysis showed that  play and meal has common three attachment, 
related to “Look back on play and meal scenes scale in mother’s early childhood” and “Look 
back scale in play and meal scenes with child”. These results indicate that mother-child’s 
attachment has intergenerational transmission. In the future, we have to will increase 
number of subjects. And also, individual attribute and other factors will have to examine.
keywords :  look back in mother’s early childhood, attachment, 
play and meal scenes, intergenerational transmission
